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事 業 名 結 核 予 防 事 業  担当課名 疾病対策課 

≪事業目的及び内容≫ 
  目的 
    結核の蔓延防止のため、患者管理と二次 
 感染防止を徹底する。 
 
１ 患者管理 
 
 
（１）結核患者への個別支援 
     結核治療に対する正しい知識を普及 

し、治療終了まで支援する。 
 
 
 
 

（２）コホート会議の開催 
     コホート分析による治療評価を行い、 

患者管理の強化を図る。 
 
（３）家族健診の実施 
    患者の家族等に対してＸ線撮影、ツベ 

ルクリン反応検査及びＱＦＴ検査を月３ 
回実施する。 

 
（４）管理検診の実施 
      治療終了者に対しＸ線撮影、喀痰検査 

による経過観察を実施する。 
 
（５）結核専門病院との連携会議の開催 
     治療中断リスクの高い患者の早期把握

と個別服薬支援の効果的な推進を図る。 
 
２ 接触者健診（職場･濃厚接触者等）の実施 
    感染の危険性の高い者に対しＸ線撮影、 
ツベルクリン反応及びＱＦＴ検査を実施す 
る。 

≪進捗状況≫ 
 
１ 患者管理状況 
  ・登録者数（令和元年９月３０日時点）：１９５人 

 無症状病原体保有者数（潜在性結核感染症）：５８人 
    ・新登録患者数（平成３１年４月１日～令和元年９月３０日）：４２人 

無症状病原体保有者数（潜在性結核感染症）（平成３１年４月１日～令和元年９月３０日） 
：１９人 

   
（１）結核患者への個別支援 
      ・新登録患者に対する全数訪問(面接)の実施 
      ・入院患者に対する月１回程度の見舞い訪問による自己離院防止と服薬支援の実施 
      ・在宅療養患者への訪問、面接、電話による服薬確認指導の実施 
        訪問 実 ２０人 延  ６０人 

面接  実 ３５人 延  ５９人 
電話等 ３４８件 

（２）コホート会議の開催 
      ・令和２年２月開催予定 
      ・構成員：結核診査協議会委員と所長・保健所職員 

・内 容：平成３０年登録患者の治療内容、菌検査情報、治療成績を評価する 

（３）家族健診の実施 
   受診者数（延）：５０人（うち要医療：４人、潜在性結核感染症：４人）   

受診先内訳 保健所：２７人、委託医療機関：１７人、その他：６人                                             
 
（４）管理検診の実施 
   受診者数（延）：５７人（うち要医療 ０人） 
 
（５）医療(看護)連携会議の開催（月１回） 
      ・国際医療福祉大学市川病院と保健所との医療（看護）連携会議 ６回開催 
        （東葛ブロック７保健所との合同会議） 
      ・内容：治療中断･脱落防止のための情報交換や退院後の服薬確認状況を報告･事例検討 
                               
２  接触者健診 

受診者数（延）：５０４人（うち、要医療：５人、潜在性結核感染症：６人） 
   受診先内訳 保健所：３３５人、委託医療機関：１１９人、その他：５０人 
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事 業 名 感 染 症 予 防 事 業  担当課名 疾病対策課 

≪事業目的及び内容≫ 
 目的 
 感染症の発生を予防し、まん延防止を図る。 

１  感染症発生時の防疫対応 

（１）患者調査及び防疫対応の実施 
     症状、受診状況等の健康調査及び行動、 
   接触調査、喫食及び環境調査を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）感染症発生に伴う健康調査 
 
 
 
 
 
 
（３）管外発生感染症患者の同行者・接触者 

調査の実施 
 
２  平常時の対応 
（１）感染症発生動向調査 
 
 
（２）情報発信 
（３）感染症予防対策 普及啓発 

 

≪進捗状況≫ 
 

１  感染症発生時の防疫対応 

（１）感染症発生件数  計：９１件                            
内訳 ３類 腸管出血性大腸菌感染症（９) 

４類 Ａ型肝炎（２）、Ｅ型肝炎（４）、チクングニア熱（１）、デング熱（３）、 
   レジオネラ症（６）、レプトスピラ症（１） 
５類（全数） アメーバ赤痢（７）、ウイルス性肝炎(１) 

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症（４）、急性脳炎（３）、 
劇症型溶血性レンサ球菌感染症（２）、後天性免疫不全症候群（６）、 
侵襲性インフルエンザ菌感染症（４）、侵襲性肺炎球菌感染症（２）、 
水痘（入院例）（１）、梅毒（５）、バンコマイシン耐性腸球菌感染症（１）、 
百日咳（１４）、風しん（１３）、麻しん（２） 

                                            
（２）１類～５類感染症及び集団感染事例に伴う健康調査  

３類     ４人 〔腸管出血性大腸菌感染症 ４人〕 
４類     １９人 〔Ａ型肝炎 ２人 Ｅ型肝炎 ４人 レジオネラ症 ７人  

チクングニア熱 １人 デング熱 ４人 レプトスピラ症 １人〕 
５類    ６２人 〔風しん ２２人 麻しん ４０人〕（疑い例に関し調査を実施） 
(集団感染) ４件 〔集団：感染性胃腸炎 3件 １４５人、肺炎 1件 ２９人〕 

 
（３）管外発生感染症患者関連調査         １４件 １４７人 
 
２ 平常時の対応 
（１）感染症発生動向調査事業 
      ・定点医療機関数：インフルエンザ（１９）、小児科（１２）、眼科（３）、ＳＴＤ（４） 
   ・病原体定点医療機関数：インフルエンザ（２）、小児科（１） 
   ・病原体定点からの検体採取数：１検体 
（２）感染症情報発信（ホームページ掲載/いちうら感染症情報配信）第２木曜定期配信+臨時号（随時） 
（３）普及啓発 

・麻しん対策シンポジウム        令和元年９月１２日実施 参加者数：７７人 
・高齢者施設等における感染症対象研修会 令和元年９月１９日実施 参加者数：７０人  
・乳幼児施設等における感染症対策研修会 令和元年９月３０日実施 参加者数：１２３人 
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事 業 名 エ イ ズ 対 策 事 業  担当課名 疾病対策課 

≪事業目的及び内容≫ 
 目的 
エイズ予防の推進を図る。 

 
１ ＨＩＶ抗体検査の実施 
  
・月２回(第１・３木曜日） 
・夜間抗体検査 月１回（第１木曜日） 

 
 
２ 来所や電話によるエイズ相談 
 
 
３ ＨＩＶ抗体検査と同時に行うＳＴＤ検査 
の実施 

 
 
４ ＨＩＶ抗体検査と同時に行う肝炎ウイル
ス検査の実施 

 
 
５ 啓発普及活動 
    講演会の開催や市町村が行う普及啓発  

活動に対する支援 
 

 
 
 

  ≪進捗状況≫ 
 
 
１ ＨＩＶ抗体検査  延件数 １０１ 件 
   ・内訳 男性 ： ６８ 件   女性 ： ３３ 件 
       
 
 
２ エイズ相談の実施 延件数 １０４ 件 
    ・内訳 

男性 ： ７０ 件   女性 ：  ３４ 件 
 

 
３ ＳＴＤ検査の実施   

・梅毒血清検査       件数 ９９ 件  （内 陽性者  ０ 人） 
   ・クラミジアＰＣＲ法検査   件数 ９１ 件  （内 陽性者  ４ 人） 
 
４ 肝炎ウイルス検査の実施 

・ＨＣＶ抗体検査    件数 １００ 件 （内 陽性者  ０ 人） 
・ＨＢＶ抗原検査    件数 １００ 件 （内 陽性者  １ 人） 

  
 
５ 啓発普及活動 

（１）青少年に対するエイズ等性感染症対策講習会 
対  象  市川市立小中学校養護教諭及び市教育委員会職員 
開催時期  令和元年７月２５日 
参加者数  ７０名 

 （２）市町村が行う普及啓発活動への支援  啓発物資５００部を提供予定 
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事 業 名 原子爆弾被爆者対策事業  担当課名 疾病対策課 

 
≪事業目的及び内容≫ 

 
「原子爆弾被爆者に対する援護に関する 

法律」に基づき、手帳の交付及び健康診断を

年２回実施する。 
 

１ 手帳の交付 

  

２ 健康診断  年２回 

 
≪進捗状況≫ 

 

 

 

 

 

 １ 手帳交付者数 ２２５人 

 

 ２ 健康診断   令和元年６月１１日実施  受診者数：２２人 

           令和元年１１月１２日実施予定    

 

 


